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（1）対象地域 

 福島県内 5つのエリア（阿賀川水系、北阿武隈川流域、北東地域、南東地域、南阿武隈水川系）の河川、

湖沼、養殖池に生息する淡水魚（アユ、ワカサギ、ホンモロコ、クチボソ、ドジョウ、ウナギ、アメマ

ス、マス、ヒメマス、ニジマス、ウグイ、フナ、コイ、コクチバス） 

 

（2）重要な図表 

 

表 3 各カテゴリに生息する淡水魚類におけるセシウム濃度、セシウムの実効半減期、生物学的半減期の

統計学的回帰結果 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 同じ魚類でも体内中セシウムの濃度や生物学的半減期は、生息地の水理学的条件やエサの種類によっ

て異なるので、河川、湖沼別に調査する必要があることが示唆された。 

 

 

（2）流出挙動・経路 

 対象かせにゃ湖沼における流出挙動や経路に関する調査結果は、本論文では詳細に考慮されていない。 

 

 

（3）除染の際の留意点 

 淡水魚の体内中放射性セシウムに関して、積極的な除染対策には言及されていない。 

 

 

（4）担当者のコメント 

 本論文は 2011年 3月から 2014年 12月に調査した福島県内の淡水魚類の体内中放射性セシウム濃度、

放射性ヨウ素結果を、5 つの生息地域ごとに魚種別に整理し、統計学的手法により生物学的半減期、実効

生物学的半減期を明らかにしている。解析結果は従来の結果と同じであり、プランクトン食性魚や草食

魚類は、事故後急速に濃度上昇し、半減期も短かったのに対し、肉食魚類については、濃度上昇に時間

的遅れが生じるとともに、半減期は長いことが報告されている。さらに、同じ魚種でも生息河川や湖沼

の違いにより、半減期が異なることが示されている。この原因として、生息水域の水理学的条件に違い

による放射性セシウムの減少速度の違いが推定されている。解析や得られた結果については新規性は高

いとは言えないが、数多くの魚種について、事故後約四年間のデータが集約されている点で非常に価値

が高い。 

 

 


